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レーザー加熱でのみ実現し得る、ミクロスケールな局所領域における高温環境は多彩な応用可

能性を秘めている。例えば、懸濁液/金属薄膜の固液界面をレーザーで局所的に加熱すると、液中

に微小な気泡(直径 1-100 μm)と対流を生成でき、液中のナノ・マイクロ物質を気泡周囲に迅速に

集合化できる[1]。近年では光誘起の集合現象を利用した、コロイドリソグラフィや細菌等の高速・

高精度な濃度測定が提案されている[1, 2]。一方、水中での局所的な高温環境（気泡が発生しない

温度）を、水熱合成法に変わる、化学的合成の反応場として利用した報告も成されたが[3]、有機

溶媒中で気泡の発生を伴った反応場としての報告は未だ無い。 
そこで本研究では、ポルフィリン 2 量体分子をサンプルとして、有機溶媒中で気泡を用いた溶

媒熱集合(Light-induced Solvothermal Assembly, LSTA)を行って析出物を作製するとともに(図 1a)、
自然乾燥でも生成を行い、両者の光学特性や分子配列を比較した。サンプル液/金薄膜の固液界面

へのレーザー照射により気泡が発生し、その気泡と基板が接している狭小空間にポルフィリン 2
量体が析出される様子が観察された(図 1b)。レーザー照射を止めると気泡は基板から浮上し、析

出物だけが基板に残留する。溶媒を除去した後に得られた析出物は花弁の様な構造から成ること

が確認された。得られた析出物の光学特性を調べるべく、分光測定を(i)無偏光・(ii)偏光照明のそ

れぞれで行った。(i)無偏光照明下では、LSTA による析出物は、溶解状態とは異なる吸光度スペク

トルを示した。ピーク解析を行うと、長波長・短波長にシフトしているピークが確認されたこと

から、作製された析出物にはポルフィリン 2 量体の J・H 会合体が存在する可能性が示唆された。

(ii)偏光照明下では、LSTAによる析出物が偏光角に依存した吸光度スペクトルを示したことから、

光学的異方性を有することが明らかとなった。一方で、自然乾燥で生成した析出物には確認され

なかったため、LSTA と自然乾燥それぞれで作製した析出物は全く異なる(図 1c)[4]。分子配列に

関してはラマン散乱分光から、ポルフィリン 2 量体の配列構造を推定した。我々が提案する LSTA
によって、多様な有機分子の配列構造を所望の位置に作製可能となることが期待される。 
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図 1. (a) LSTA 概略図, (b) LSTA によるポルフィリン 2 量体の析出(光学的透過像), 

(c) 偏光照明下での LSTA・自然乾燥それぞれの析出物の吸光度スペクトル(偏光角依存性) 
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